
② 架け橋期のカリキュラム

作成のプロセス



春野東小学校区５歳児年間指導計画の共通点

5歳児年間指導計画を基本に

4~5月 6~8月 9~1 2月 1 ~3月

ね
ら
い

内
容

• 5歳児になった喜びや自覚を持ち、様閃な活 ：・ 夏の遊びを工夫して楽しむ ・・• 4 

動に意欲的に取り組む ・・ • 5 :・ 友遥とのつながりや関わりを深め、 工夫したり協力

・ 身体を動かして遊ぶ楽 しさを味わう ・・ • 5 : したり しながら遊ぷことを楽しむ

・身近な自然 （動植物）に興味をもち楽しむ ： （反だちの思いに気付く）．．． 3

（野菜や植物の栽培を通して）．．． 3 :・ 季節の移り変わりを感じ、自然に興昧をもっ

・反達と一緒に生活や遊びを楽しむ ： ．．． 2 

（つながりを深める）・・・ 2 :・ 目標に向かって仲間と競い合うことを楽しむ

： （少 し難 しいことにも挑戦 ・ 諦めないで•• )
... 2 

・動植物に興味をもち、成長やふれあいを楽しむ ：・ 体調を崩さないように過ごしていけるようにする

（関心をもつ、愛憤もって世話をする）・・． 5: （夏の過ごし方がわかる）．．． 3

• 自分の思いを伝えながら安1じI して過ごせるように ： • 野菜を晉てたり収穫したりすることを楽 しむ

する ・・ • 4 ; • • • 3 

（反返や保育者の話を聞き、 内容を理解したり ：・意欲的に水と関わり挑戦しようとする

伝えようとしたりする）．．． 4 ; （水、砂、泥などを楽しむ）・..3 

・十分に体を

・信頼関係を；

<... 3 

・様閃な素材

（試したりエ

・反達と共通の目的に向かい、反だちと協力す ・就学への期待 ・意欲をもつ ・..5 

る楽しさ、達成感を味わう ・ 友達と互いの成長よさを認め合う ・・• 3 
・自然の変化に興味をもつ ・・・2（一緒に吾えを出し合うことで充実懇をもつ）

•• • 4 

・季節の移り変わりを感じながら、自然に親し

んだり遊びに取り入れて遊ぶことを楽しむ

... 3 

・運動遊び、身体を動かすことを楽しむ

（ルールを守って遊ぷ充実感を味わう）

... 3 

・目標 （行事）に向かって取り組み、満足感や達成懇

をもつ ・..3 

・反返と折り合いをつけながら、互いの考えを

・文字、数、 星への関心をもつ、 遊びに取り入れる

• • • 4 

・基本的生活習慣の確立→自信、満足懇、達成懇

... 3 

・季節 （冬）を感じたり、遊びに取り入れる

• •. 3 

かして遊ぶ ・..3 

（演じる、言栞、動き）

各園が大切蹂じてきたねらも虹内容
・友達と一緒に歌ったり、踊ったりする

... 2 

・園生活で決まりを確認したり、守ろうと した

りする （生活の揚を整えようとする）・・・ 2

・年下の子供に隠しく関わる。世話をする

• 野

・文

橋 期一ヽ ・し、●I■t- 11.:.， 一

... 3 

る・・・ 2

l分担 ・協力する

... 2 

・遊びに必要な材料、素材を者えて使い、 工夫 ・さいごまでやり遂げる ・・・ 2

して作ったり遊んだりする ・・・ 2 ・異年齢との関わりの中で・・・2
• 自分に自信をもって生活する、 安心して表現 ・成長の自覚、喜びを実感する ・・・ 2

• •• 2 • 製作を楽 しむ （様閃な用具、 素材の扱い、 繰り

速し） ．．． 2

盈ごす

う、スケジュー
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めざす子供の姿

予想される活動

遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験

保育者の関わり

環境構成

家庭や地域との連携

行事等（子供・先生）

槃け構期のカリキュラム（保青所・幼稚●●認定こども圃） （案） 1 .. ょ5雰h 「ま四りにチャレンジl.,9心置糟景につなぐことができる子とも」 4印虚笠え•掌ヵ吐に剛9て～
9A ）チャいンジ糟楕 10)...働 |c)コ竃ュニケーシ置ンカI ~薗

4月 5月 6月 7月 8月 9月 1 0月 11月 1 2月 1月 2月 3月

零•霰冨1『叡"•h •加で書ること書し ！ 真●霞士で囀鵞し〇いなが5.塁nの·朧薔＂って曹"· •力の力 ： ＂．r-怜•m籠onぃ． 農重と•力して、 ■び甍・仄いく裏しさ警彎わう．
よ うととり、直→帽mK煎考 ：m嘘l、TI,¥ィ , : • 応9心さ蒻ばからgi!lの目的に同かpて釈応温Q目的江皿遭成競ltn-
疇Ol!IJ'曇

,目..,『り弓＃PJ?M『ごと秤捐千FH杵る占うF店V'ととBに．甕を付lがm．叫鯰回むょ

うピ8る．

e分のnnI社溢taてゎn出n'f情限し、配i:l.dlね刃芦むエUくようになる．

，暑和打腎脅ヒ罰g'1'で．巧1h,1了哨み，甜中なtr叫 Iて引阿 ： t直 ゅ又字に刃して圏紆叫1心をもら、 溢ん,.nnnm砂と可る．

全ようこなる ． ：・籍々qNカボ！わりの中i'州津仔的なかう．自分の知や苔え荘ぷげる

• ＇のm序や彰1'I廿なrr閃内行釈，石．遥び向しく可るEめに“ ： ， 向酎n行事や口渭体＂；；悼騎 L,p,し-r ，記9i-rm入れ．ょ n平切ら I9く目 19マ戸るfっ，

羹おりを作ったり．？lノrり，訊I91 りするようになみ ； 溢筵していくようになる

四ようピ匹．｝．． ．．．．．．．．． 

だにとうなるのかなJ : ［こつしたいがらよこれ11!お~J「やってみ巳ら、こう1J.9た

畢側 1

』溢低っ ・る

O0更いこと書費欝nる

m-
m
 

i |畠応を紐った蘊び直也加）l 
! 「あとら4つI;,屯うーロやってみようJ r焼きそばってこ

｀ 
: lI 

鴫し書つ ，．りたいC:と＾ 友遍や先生と一績に
責紀に●鱒＜

繁＜ ．甜舶蛉FI笠遇の●蔓広げる I ．＂＂ける

匹と“ご員わとのり日露やもの 畢量•s 探究することを楽しむが広がる

麟疇•••竃·1,,て
麟しいクラスで宣宣 ●り遍る·繍•盲る 菖霞葦塵し〇

． 
寡喩!)....1'昌 •し

ようになる

＇ 
●己覺・する

i 小e`囀〇菖●鳳言る

・る ・・ 鱒わりが広，，り賣蒙る

●己．．する量糟らがまえる

•"”"菖●什『巧でつくってし＼く中で、一人一人のよさがまかきれ ：

” ' m - &  ; 
・円． でJしーIM引f n• 可 って図ひ冠衛しむようにaも

・グルーフやクラスの中で．怜h1や利層して＂り柑 Tようになる．

： 
・ 配分F卜叩呼計にR消し序臣ぢ、只しみながら追めていさ~冗｀， ； 

詞 nぅ．

直びを江めな”ら耳いのよさを誼め含いほ柑七B ¥- ; 

．．． 
• 

ぉ．賞謬 ．

”にこがǹ
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:.子供の困り想七9！して 1̀l1での環Iiiのエ天誼脅召磁nりか只迂とのゆり殿りなどビ

！ ぢに員体的1：：伝えたり．でほでのH子を郎1たりしながら書子旧<fl.曇憂終に●える

: • B!!との関わりマ、塁かa悼騒が三にもつaがるように生活か葦子乏”らせる．

• 9R学に内ワての不璽喩•I)•に●り量いながら因別の祖いを受ワる

・学戌生ヨにつながるように．校区を歩くことや斥ら掬を目ガで乱溢で

さるよう...と●●して11l9}組む，
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生活科を中心とした主な活動

他教科との関連

架け橋期のカリキュラム（小学校） （藁）
めさ，，子惧関の冥況に渇けた共通して股り紐みたい組導
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めさす子歓•
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こ かせ＆ように一加に弓2．丑める

i i • 笠は長に学送のねらいや后駐内習を月苅し． 1 年生が藍しみ ・員味 ， 日0 を
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＇i -ス、一 :::電書―`四
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遣める，（国B日「みんとにgなそうlとの直） ． 
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”うもい出してかこう」との関遵）
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'●ごとの生言•呵●の鼈”,.拿凶い ■磁れをおし合い｀それらを11•Itすることで、自ら釦ほしながら学造や活動1こ向か
貫糟ちを91言出9ように霞"“"m． ぇるようにしておく．

.口,.釦量化心量憎言m沿軍） ：・灰逍との祖点 ，11l遣点自分自きのよさに氣1寸げるよう、子惧目士がよりつながるよ

£l由に即1§伝えもう環呪碑litをつくり、 E． うに｀学召や活匂て1;n にグループ昂●を敢り入れる．
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5歳児で大切にしたい７つの経験
各園（５園）の年間指導計画に落とし込む

・これまでなかったものは、書き加える

・７つの経験が分かるように年間指導計画に下線やマークなどを入れる

各園の実情に合わせて、校区内全ての園で必ず行う

園のカリキュラム（遊びや学びのプロセスで大切にしたい経験）
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遊びや学びのプロセスで
大切にしたい経験

めざす子供の姿

予想される活動

保育者の関わり

環境構成

家庭や地域との連携

行事等（子供・先生）

学びのプロセスで
大切にしたい経験

めざす子供の姿

生活科を中心とした主な活動

他教科との関連

先生の関わり

環境作り

行事等（子供・先生）

家庭や地域との連携

園 小学校
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園のカリキュラム 小学校のカリキュラム一 ：したい縫験
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事例10:「作った色水を移 し替 えよう」 5歳児(7月）
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閲運 9●びの噂で●●さゼたいブ0セ "
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Ilヽ 学校教員の気付き 〇 ’

♦l!lったときに棺節がすぐに子を差し卿

べるのではなく、友這同士で号えを出し

合った＇）、試したりできるようにそばでJ!

守り、子ども遷に任せるーとし大切9よと

唸じr• ‘• 

祖顎者＾の発信ポインA

- - - ・ - - - - ・ ·ー、ヽ •
●“こうしてみたいt：恵いをもってやり始めたことを硯類看もー11になって豪しんで見9ってく

ださい．助lすたくなっても． 子供の力を置じて見翌ることでいろんな気位さが生まれます・子併

が民見したときに賣笠たリJ塁めたリ9ることで、●信IC:つながりu．幼児教胃を行う真政と

して冑みたい資日・慶力を一体的に胄んでいることを『冑みたい賣日・馳力』の図やその中の冨彙

から、具性的に分か四＜伝えるといいですn.

●困ったり．どうしよう考えたリすること

て字びか始まる．そのためにも、小学校

ても自由『しいろ ，^な囀9奇＂す・-rがで
・る環埠作99かとても大切だと円じた．

俎礎 諏精の自然l遭口、....,....,て選ぶことゃa兄との双を翠 んでいる．

・叡の紐 ちを忠攣,,,,,ら謀とエ天してつくった，島訊i饗震のおt5ゃでは児が

呻 酌 峯しく遍ぶことができたことに為足惑をもち、こnからU項 をもつて生さを楽しくしよう

とすることができるようにする．Iと甲念(1819/21 m叩
”..... •友還と返びをエ天して、口U_ lーコ礼んでじらう面臼aを実祐しこnか刃滋Uを匂り出そ

屯~· うとしている•匡翌図ご1 6•立心 割紐ぼ紐肇生漬との●わり

....な 活 ⑰尋上の•U ` ..L¢ 、- ••nェ • 四 貸貰・釦Jl
"や曇匹• 万緬矯豪（＂価 万江）

--------------------------・・・・・-・・・・-・--------
＇＊轡2i霞した交文を●り翌9てeいを円ら、 ●●や●Uをつくり●鶴9る． ， 

烹いや鳳9委H9 ,....にクラ項 士で吐したり、畏震書口 I六”●やさんをしたり、 攣 ： 
1 llltを迎え、始めの会蛋 ，しまビるた，，，，工夫に●付91るように9.. , 

辛 吃器=:E噂り出詞；；,---------------

..,...さんごよ るよう手珈"る．
え●が遍hヽ ．．のの●でのあてを●おし兒菫が●
コして匹したり“9)られたりでョヽ ょうに 9ヽ

アイスブレイクは．． ．が成のHそな手•u•09

Q年長さんも1年主も，もっ となかよくおもちゃまつりを楽 しもう，

名飢の玉9‘̀-9S飼さ` 電化979‘ り．ー・歓＂鴫を

...•違虞9 るたのに一纏1こぉgでごん●したり．

お店量円った'’9る．
• あとだちが来たらこれ●濃して..
遅び終わった反違1こシール曇あげて0

• もっと伸良くなるたのに今日はた＜さん名前●呼ぷ

ょ

＂呵"2●9,. 2 ,r ●馴9] 9る9 と •四9
一見つ—--•- - • ---•-

HO●ベアで奮9)Ii,った綾金体での免表や甦仕

輯互の咋も行い，棗しかった患い●只百9る・

’―縄1こ避ぺて棗しかった
江•さんがいっぱい東てくれてぅnしかつた

もっとなかとくなれてよかった
もっとたくごんやりたい

・圧が・・,0そさ•互9 F●9，． ●劃9●霞
9-------- • -- ------`1--

も9鴫でアイデア蚤出し含ってお見送り9る・
・一臼A9があるかう、「紐農m)ってごおう
・みんなでアーテ蚤作って下曇くぐってもらおう

児置の思いに任Uることで、 ごらに次の交汲への

兄週しがもてるように9る．

喪•hぉ閏への巴いを 1 ● I會 烹 t . . 9さこょ



架け橋カリキュラムに基づいた実践の定着と振り返り

・計画をたてる際に、めざす子供像や大切にしたい経験をいつも見ながら月案
や週日案をたてています。

・今の子供の育ちを捉えるときにも、めざす子供像や大切にしたい経験がもと
になり、保育を振り返りやすくなった。

・架け橋期のカリキュラムと自園の計画を見比べることで、めざす子供像に向
けてどのような経験が自園の子ども達に必要であるかを考えることができる。

振り返りの共有
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